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花と緑と水のまち
宮崎県 三股町
花と緑と水のまち
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ありがとう。2021年11月
おかげさまで開館20周年 20

届
け
！
み
ん
な
の
願
い

●料　金／無料
●会　場／三股町立文化会館　ホール
●主　催／三股町、三股町教育委員会
●お問合せ／
　三股町立文化会館　℡0986-51-3462
　https://bunka.town.mimata.lg.jp

8月23日㊐
三股町立文化会館が毎年 6 月から 3 月にかけて

開く小中高生対象の演劇ワークショップ。平成 16
年に旗揚げし今年で 23 年目を迎える。延 446 人

（実 157 人）が在籍。演劇監督に永山智行（劇作家、
演出家、劇団こふく劇場）、指導は三股町立文化会
館フランチャイズカンパニーである劇団こふく劇
場の劇団員が担う。

毎年３月に上演する本公演の作品は、前年度戯
曲講座受講生の中から町民の一人が書き下ろすな
ど、その存在は連結を誇る創造系事業の中核を成
す。丁寧に時間をかけ構築した一連の事業群は『文
化芸術の振興による創造性豊かな地域づくりに特
に功績があった』と高く評価され、県内の公立文
化施設としては初めてとなる ｢平成 24 年度地域創
造大賞（総務大臣賞）｣ の受賞に至った。みまた座
は三股町立文化会館の基本理念「思い 育み 知の創
造」の姿そのものであり、大切な宝である。

１回目：午前11時開演／２回目：午後2時開演
（開場は開演の20分前）

日時日時（2回公演）（2回公演）

演出／永山智行演出／永山智行
出演／みまた座23期生（24名）出演／みまた座23期生（24名）
　　　劇団こふく劇場　　　劇団こふく劇場

みまた座みまた座とは？とは？

みまた座23期生

試演会
三股町立文化会館で23年間続く、子どもたち
のための演劇ワークショップ「みまた座」！
６月に始まり、「みまた座23期生」の初めての
お試し公演が開催されます。
子どもたちの活動の成果をご期待ください！

三股の子どもたちによるほのぼの演劇公演！三股の子どもたちによるほのぼの演劇公演！

22002266



ミルドラ『
受付』

22002266
５
月
22
日（
金
）、町
立
文
化
会
館
で

演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル｢

ま
ち
ド
ラ
！

２
０
２
６｣

の
幕
が
開
け
ま
し
た
。

翌
23
日（
土
）
～
24
日（
日
）
は
町

体
育
館
、
仲
町
地
区
の
町
研
修
セ
ン

タ
ー
、
三
股
駅
の
３
会
場
で｢

ヨ
ム
ド

ラ
！(

読
む
ド
ラ
マ)｣

を
開
催
。
令
和

７
年
度
の
戯
曲
講
座
受
講
生
が
書
い
た

６
作
品
が
、
町
民
出
演
者
や
県
内
外
の

劇
団
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た｢

ミ
ル
ド
ラ
！(

観
る
ド
ラ

マ)｣
は
、長
崎
県
を
拠
点
に
活
動
す
る

劇
団「
劇
団
ヒ
ロ
シ
軍
」に
よ
る
喜
劇

『
受
付
』が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

町
体
育
館
の
屋
外
に
設
置
さ
れ
た

「
ま
ち
Ｃ
ａ
ｆ
é
」
で
は
、
飲
食
物
が

販
売
さ
れ
た
ほ
か
、
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
も
活
用
さ
れ
、
来
場
者

は
公
演
の
合
間
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
音

楽
ラ
イ
ブ
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
鑑
賞

し
ま
し
た
。

ま
ち
な
か
で
ド
ラ
マ
に
出
会
え
る

３
日
間
！

ヨムドラ『占いの館』 ヨムドラ『洗濯物が乾くまで』

ヨムドラ『夢の中には傘がない』

ヨムドラ『桃太郎を待ちなが
ら』

ヨムドラ『スパイスカレーと種まき』

ヨムドラ『Me
smerize（メズ

マライズ）』

オープニングセレモニー

ツアーコンダクター
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今
回
の
選
挙
で
は
、投
票
所
が
２
カ
所
変

更
に
な
り
ま
す（
熱
中
症
対
策
の
た
め
、
空

調
設
備
が
整
っ
た
施
設
に
変
更
し
ま
す
）。

　
各
投
票
所
の
詳
し
い
場
所
は
、
選
挙
前

に
各
世
帯
に
送
付
す
る「
投
票
所
入
場
券
」

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

①【
第
９
投
票
所
】

変
更
前
：
西
部
地
区
体
育
館

変
更
後
：
第
９
地
区
分
館

②【
第
11
投
票
所
】

変
更
前
：
三
股
西
小
学
校
体
育
館

変
更
後
：�

三
股
西
小
第
一
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ（
同
校
東
隣
）

①
町
立
文
化
会
館（
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
）

●
日
程
＝
８
月
26
日（
水
）～
８
月
29
日（
土
）

●
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

②
第
６
地
区
分
館

●
日
時
＝
８
月
26
日（
水
）

　
　
　
　
午
後
３
時
～
７
時
45
分

③
第
９
地
区
分
館

●
日
時
＝
８
月
27
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
７
時
45
分

※�

投
票
所
の
変
更
に
伴
い
、
西
部
地
区
体

育
館
に
は
、
期
日
前
投
票
所
を
設
置
し

ま
せ
ん
。

投
票
所
の
変
更
に
つ
い
て

●�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス｢

く
い
ま
ー
る｣

の
無
料
運
行

　
期
日
前
投
票
実
施
中
の
一
部
期
間
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス｢

く
い
ま
ー
る｣

を
無

料
で
運
行
し
ま
す
。

●
街
頭
啓
発

　
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
が
、
町
内
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
チ
ラ
シ
を

配
布
し
、
選
挙
が
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
郵
便
投
票

　

両
下
肢
な
ど
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

人
や
、
要
介
護
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る

人
な
ど
は
、
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

●
宮
崎
県
知
事
選
挙

・
任
期
満
了
日

　
令
和
９
年
１
月
20
日（
水
）

・
投
票
日

　
12
月
27
日（
日
）

令和４年度執行の町長選挙と町議会議員選挙の選挙運動から選挙公営を拡大し、選挙運動用
自動車の使用やポスター、ビラの作成を公費で負担しています（上限あり）。

これは、地方議員の成り手不足の問題や、選挙運動に係る自己負担の軽減など、選挙立候補に
伴う環境改善が目的です。なお、選挙公営の拡大に伴い、選挙に立候補する際には供託金が必要
です。

町議会議員選挙と町長選挙における
選挙運動の選挙公営（公費負担)を
拡大します

選挙公営(公費負担)の内容について
選挙運動用自動車の使用

区　分 対　象 限度額

① ハイヤー、タクシーの借り上げ 選挙運動用自動車として使用された
各日の料金の合計額（1日1台のみ）

6万4,500円/日×5日
＝32万2,500円

②

自動車のレンタル、個人、会社
などからの借り上げ

選挙運動用自動車として使用された
各日の料金の合計額（1日1台のみ）

1万6,100円/日×5日
＝8万500円

燃料の供給契約 選挙運動用自動車に供給した燃料の
代金

7,700円/日×5日
＝3万8,500円

運転手の雇用契約 選挙運動用自動車の運転に従事した
各日の報酬の合計額（1日1人のみ）

1万2,500円/日×5日
＝6万2,500円

選挙運動用ビラの作成
対　象 ①単価上限 ②枚数上限

作成単価と①のうち低い額
×

作成枚数と②のうち少ない枚数
（1枚）８円38銭 （町議会議員選挙）1,600枚

（町長選挙）5,000枚

選挙運動用ポスターの作成
対　象 ①単価上限 ②枚数上限

作成単価と①のうち低い額
×

作成枚数と②のうち少ない枚数
（1枚）4,352円 （ポスター掲示場数）84枚

供託金について
選挙に立候補するためには供託金が必要です。これは、当選を争う意思の無い人が、売名などの理

由で無責任に立候補することを防ぐことを目的としています。一定の得票数（没収点）を獲得できな
かった場合、供託金は没収され、税金と同じように使われます。一定の得票数を獲得した場合、または
無投票当選となった場合は、返還請求を行い、還付を受けることができます。

選挙の種類 供託金額 没収点
町議会議員選挙 15万円 有効投票総数を議員定数で除した数の10分の1

町長選挙 50万円 有効投票総数の10分の1

★お問い合わせは、町選挙管理委員会☎５２－１１１２（直通）にお願いします

※①か②のいずれかのみ

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

町
や
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
取

り
組
み

そ
の
ほ
か
の
選
挙
予
定

三股町長選挙
三股町議会議員選挙
を行います

●選挙告示日
８月25日(火)
●立候補者届出日
８月25日(火) 午前８時30分～午後５時
●選挙期日
８月30日(日)
●投票所
町内11投票所 午前７時～午後６時
●開票
町立文化会館（ホール） 午後７時開始（予定）

町長選挙、町議会議員選挙の
選挙期日などをお知らせします

8/30㊐

選挙期日

5 4広報みまた2026.7 広報みまた2026.7



国
民
健
康
保
険
制
度
（
国
保
）

国
民
健
康
保
険（
以
下「
国
保
」
と
い

う
）は
、
私
た
ち
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た

と
き
に
安
心
し
て
病
院
に
行
け
る
よ
う

に
、
普
段
か
ら
保
険
税
を
出
し
合
い
、
お

互
い
に
助
け
合
っ
て
い
こ
う
と
い
う
制

度
で
す
。

職
場
の
健
康
保
険（
社
会
保
険
な
ど
）

や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度（
75
歳
以
上
の

人
と
一
定
の
障
害
が
あ
る
65
歳
以
上
の

人
が
対
象
）に
加
入
し
て
い
る
人
、
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
人
を
除
き
、
全
て
の

人
が
国
保
の
加
入
者（
被
保
険
者
）に
な

り
ま
す
。

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、

加
入
者（
被
保
険
者
）に
な
っ
た
時
点
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
国
保
税
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
社
会
保
険

加
入
な
ど
で
国
保
を
脱
退
す
る
こ
と
に

な
っ
た
場
合
で
も
、
届
け
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

加
入
・
脱
退
な
ど
の
異
動
が
あ
っ
た

と
き
は
、
必
ず
14
日
以
内
に
届
け
出
を
し

ま
し
ょ
う
。

現
在
お
持
ち
の
資
格
確
認
書
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
で
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証（
健
康
保
険
証
の
利
用

登
録
が
な
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
）を
お
持
ち
で
な
い
人
に
は「
資
格
確

認
書
」
を
、
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
人
に
は
昨
年

（
令
和
７
年
）に「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
発
行
は
原
則
１
回

の
み
で
す（
万
が
一
紛
失
な
ど
し
た
と
き

は
、
申
請
す
る
こ
と
で
再
交
付
が
受
け
ら

れ
ま
す
）。

国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）の
納
め
方

国
保
は
、
加
入
者
が
納
め
る
国
民
健
康

保
険
税(

以
下「
国
保
税
」と
い
う)

を
主

な
財
源
と
し
、
皆
さ
ん
の
助
け
合
い
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
医
療
費
の

増
大
な
ど
に
よ
り
大
変
厳
し
い
財
政
運
営

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
切
な
財
源
で
あ
る
国
保
税
収
入

を
確
保
す
る
た
め
、
納
期
限
内
の
納
付
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１ 

納
税
義
務
者
は
世
帯
主

国
保
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

を「
納
税
義
務
者
」と
い
い
ま
す
。

国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
、
原
則
と
し

て
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
世
帯
単
位
の
世

帯
主
で
す
。

ま
た
、
世
帯
主
が
国
保
の
加
入
者
・
未

加
入
者
に
か
か
わ
ら
ず
、
家
族
の
中
に
加

入
者
が
い
れ
ば
、
世
帯
主
が
そ
の
世
帯
の

国
保
税
を
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を「
擬ぎ

制せ
い

世
帯
主
」と
い
い
ま
す
。

２ 

納
付
の
方
法

納
付
の
方
法
は
、
口
座
振
替
、
納
付
書

で
の
払
い
込
み(

普
通
徴
収)

や
年
金
か

ら
の
差
し
引
き(

特
別
徴
収)

で
の
納
付

が
あ
り
ま
す
。

ア�

普
通
徴
収（
口
座
振
替
や
納
付
書
で
の

納
付
）

国
保
税
は
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

の
12
カ
月
分
を
、
７
月
か
ら
２
月
ま
で
の

８
回
で
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

イ�

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
差
し
引
き

納
付
）

特
別
徴
収
の
対
象
は
、
次
の
全
て
の
要

件
に
該
当
す
る
世
帯
で
す
。

◦
世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と 

◦�

世
帯
の
国
保
加
入
者
全
員
が
65
歳
以
上

75
歳
未
満
の
世
帯
で
あ
る
こ
と 

◦�

年
金
差
し
引
き
の
対
象
と
な
る
年
金
の

年
額
が
18
万
円
以
上
で
、
国
保
税
と
介

護
保
険
料
の
合
計
が
年
金
額
の
２
分
の

１
を
超
え
な
い
こ
と(

差
し
引
き
の
対

象
と
な
る
年
金
は
、
世
帯
主
の
介
護
保

険
料
が
差
し
引
か
れ
て
い
る
年
金
で

す) 特
別
徴
収
の
人
は
、
４
月
か
ら
翌
年
２

月
ま
で
の
年
金
支
給
月
に
、
支
給
さ
れ
る

年
金
か
ら
あ
ら
か
じ
め
差
し
引
か
れ
ま

す
。 

※�
転
入
の
時
期
、
国
保
加
入
届
け
出
の
時

期
に
よ
っ
て
特
別
徴
収
で
き
な
い
場
合

や
、
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
は
普
通
徴
収
と
し
て
納
付
書
を
添

付
し
て
通
知
し
ま
す
。

３ 

国
保
税
の
納
期
限

普
通
徴
収
で
納
め
る
場
合
の
納
期
限

は
、
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
毎
月
末

●
お
問
い
合
わ
せ

加
入
・
喪
失
の
届
け
出 

町
民
保
健
課 

国
保
年
金
係	

☎
52
－
９
６
３
１

保
険
税
額
の
確
認
な
ど 

税
務
財
政
課 

住
民
税
係	

☎
52
－
９
６
３
８

納
付
の
相
談 

税
務
財
政
課 

特
別
収
納
対
策
係	

☎
52
－
９
６
３
４

国
民
健
康
保
険

国
保
は
助
け
合
い
の
制
度
で
す

※
１ �

加
入
者
な
ど
（
世
帯
主
お
よ
び
国
保
加
入

者
）
の
所
得
の
合
計
が一定
基
準
以
下
の
場
合

は
、
平
等
割
と
均
等
割
が
軽
減
（
２
割
、
５

割
、
７
割
）
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
加
入
者
な

ど
が
未
申
告
の
場
合
は
軽
減
制
度
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
無
収
入
の
場
合

で
も
町
民
税
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
２ �

特
定
世
帯
と
は
…
国
保
の
加
入
者
が
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ

り
、
国
保
の
被
保
険
者
が
１
人
だ
け
と
な

る
世
帯
で
５
年
間
医
療
給
付
費
分
と
後
期

高
齢
者
支
援
金
分
の
平
等
割
が
半
額
に
な

り
ま
す
。

��

特
定
継
続
世
帯
と
は
…
特
定
世
帯
と
し
て
の
５

年
間
経
過
以
降
、
３
年
間
医
療
給
付
費
分
と
後
期

高
齢
者
支
援
金
分
の
平
等
割
が
４
分
の
３
に
減

額
さ
れ
ま
す
。

※
注
意
：�

世
帯
の
状
況
が
変
わ
る
と
該
当
に
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

上
限　

　 

万
円

年
間
保
険
税
額

均
等
割 

※
１ 

世
帯
の
加
入
者
数
に
応
じ
て
計
算

（
左
記
は
１
人
当
た
り
の
金
額
）

平
等
割 

※
１

１
世
帯
ご
と
に
掛
か
る
金
額

資
産
割

令
和
８
年
度
の
世
帯
の
固
定
資
産

税
額
の
う
ち
土
地
お
よ
び
家
屋
部

分
の
税
額
に
応
じ
て
計
算

所
得
割

加
入
者
の
令
和
７
年
中
の
所
得
か

ら
基
礎
控
除
43
万
円
を
差
し
引
い

て
計
算

所
得
割 

……
…
…
…
…
８・50
％

資
産
割 

……
…
…
…
…
13
・
35
％

上
限
額（
賦
課
限
度
額
）……
67
万
円

合
計
金
額
が
67
万
円
を
超
え
る
場
合
は

67
万
円

医
療
給
付
費
分

所
得
割
……
…
…
… 

３
・
50
％

資
産
割
…
…
…
…
… 

５
・
50
％

平
等
割

特
定
世
帯
以
外
……
…
… 

７
３
５
０
円

特
定
世
帯
※
２
……
…
… 

３
６
７
５
円

特
定
継
続
世
帯
……
…
… 

５
５
１
２
円

上
限
額（
賦
課
限
度
額
）……  

26
万
円

合
計
金
額
が
26
万
円
を
超
え
る
場
合
は

26
万
円

後
期
高
齢
者
支
援
金
分

所
得
割
…
…
…
…

 

２
・
40
％

資
産
割
…
…
…
…
…
５
・
00
％

均
等
割
…
…
…

８
７
５
０
円

平
等
割
…
…
…
…
４
７
７
０
円

上
限
額（
賦
課
限
度
額
）……
17
万
円

合
計
金
額
が
17
万
円
を
超
え
る
場
合
は

17
万
円

介
護
納
付
金
分（
40
歳
～
64
歳
）

本
年
度
の
１
世
帯
当
た
り
の
保
険
税
額
は
、次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
す

113

平
等
割

特
定
世
帯
以
外
……
…
１
万
８
６
０
０
円

特
定
世
帯
※
２
……
…
…
… 

９
３
０
０
円

特
定
継
続
世
帯
……
…
１
万
３
９
５
０
円

日（
12
月
の
み
25
日)

で
す
。

た
だ
し
、
末
日
が
土
曜
日
、
日
曜
日
、

祝
日
の
場
合
は
、
翌
平
日
と
な
り
ま
す
。

４ 

国
保
税
が
納
付
で
き
る
と
こ
ろ

指
定
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
や
町
役
場

窓
口

５ �

国
保
税
の
支
払
い
は
口
座
振
替
が

便
利
で
す

保
険
税
の
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し

ま
す
。

６ 

納
付
が
遅
れ
る
と

納
期
限
が
過
ぎ
て
も
保
険
税
を
納
付

し
な
い
こ
と
を「
滞
納
」
と
い
い
ま
す
。

滞
納
に
な
っ
た
ま
ま
で
い
る
と
、
法
律
に

基
づ
い
て
納
税
義
務
者
宛
て
に
督
促
状

を
発
送
し
ま
す
。

ま
た
、
督
促
状
が
送
付
さ
れ
た
場
合
に

は
、
督
促
手
数
料
を
併
せ
て
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
滞
納
状
態
が
続
く
と
、
納
付
ま

で
の
遅
れ
た
日
数
に
よ
っ
て
、
延
滞
金
も

納
付
す
る
必
要
が
生
じ
た
り
、
滞
納
処
分

を
受
け
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
な
事
情
で
納
付
が
困
難
と
な
っ

た
場
合
は
、
税
務
財
政
課
に
必
ず
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

7 

お
願
い

国
保
税
を
金
融
機
関
な
ど
で
納
付
し

て
か
ら
町
で
納
付
の
確
認
が
と
れ
る
ま

で
、
１
週
間
か
ら
10
日
程
度
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
納
付
済
み
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
行
き
違
い
で
督
促
状
が

発
送
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め

に
も
、
納
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
未
就
学
児
１
万
２
０
５
０
円
）

均
等
割 

……
２
万
４
１
０
０
円

均
等
割
…
…
…
…
９
４
０
０
円

※�令和８年度の納税通知書
を７月中旬に送付します。
不明な点がありました
ら、下記の担当課に問い
合わせてください。

（
未
就
学
児
４
７
０
０
円
）

所
得
割
……
…
…
… 

０
・
40
％

資
産
割
…
…
…
…
… 

0
・
00
％

平
等
割

特
定
世
帯
以
外
……
…

 

７
０
０
円

特
定
世
帯
※
２
…
…
…

 

３
５
０
円

特
定
継
続
世
帯
……
…

 

５
２
５
円

上
限
額（
賦
課
限
度
額
）……  

３
万
円

合
計
金
額
が
３
万
円
を
超
え
る
場
合
は

３
万
円

子
ど
も・子
育
て
支
援
金
分

均
等
割
…
…
…
…
1
４
０
０
円

（
未
就
学
児
７
０
０
円
）

18
歳
以
上
均
等
割
……
１
５
２
円

令
和
８
年
度
か
ら
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
金
分
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
分
は
、
資

産
割
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
18
歳
未
満
の
人（
18
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
る
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

に
あ
る
人
）は
均
等
割
は
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
。

・�国保税は国保を支える貴重な財源です。
必ず納期限内に納めましょう。
・�口座振替の人は各月の振替日前日まで
に残高の確認をしましょう。
・�毎月25日は口座振替日ですが、金融機
関が休みの場合、翌営業日が振替日と
なります。
・�コンビニでの納付は期限内に限られて
います。納期を過ぎたものは使用でき
ませんので、注意してください。

期月 期別 納期限 口座振替日
７月 第１期 ７月31日（金）  ７月27日（月）
８月 第２期 ８月31日（月）  ８月25日（火）
９月 第３期 ９月30日（水）  ９月25日（金）
１０月 第４期 11月２日（月） 10月26日（月）
１１月 第５期 11月30日（月） 11月25日（水）
１２月 第６期 12月25日（金） 12月25日（金）
１月 第７期 令和９年２月１日（月） １月25日（月）
２月 第８期 令和９年３月１日（月） ２月25日（木）

●三股町国民健康保険税（普通徴収【個人での納付】）
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三股町立
文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
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ま
た
、
ま
ち
ド
ラ
！
２
０
２
６
に
は
延
べ

１
６
５
８
人
が
来
場
し
、
過
去
最
高
の
動
員
数

を
達
成
し
ま
し
た
。
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

み
ま
た
座
は
23
年
目
で
す
！

６
月
18
日
（
木
）、
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
み
ま
た
座
」
23
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。

み
ま
た
座
と
は
、
小
中
高
生
を
対
象
と
し

た
演
劇
講
座
で
、
演
劇
監
督
・
永な
が
や
ま山
智と
も
ゆ
き行
さ
ん

（
劇
団
こ
ふ
く
劇
場
）
の
指
導
の
も
と
、
子
ど

も
た
ち
の
た
め
の
自
由
な
表
現
の
場
と
し
て

22
年
間
続
い
て
い
ま
す
。

今
年
の
参
加
者
は
24
人
。
こ
れ
か
ら
毎
週

木
曜
日
の
夕
方
に
町
立
文
化
会
館
に
集
ま

り
、
３
月
の
本
公
演
に
向
け
て
活
動
し
て
い

き
ま
す
。
初
の
お
披
露
目
は
、８
月
開
催
の
み

ま
た
座
23
期
生
「
試
演
会
」
で
す
。
子
ど
も
た

ち
の
活
動
の
成
果
に
、
ぜ
ひ
期
待
し
て
く
だ

さ
い
。

◆�

お
知
ら
せ
し
た
公
演
・
講
座
の
詳
し
い
情
報

は
本
紙
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本と音楽が紡ぐ世界
「 ライブラリーコンサート 」

ようこそ図書館へ 
みまた幼稚園来館

不
条
理
劇
の
名
作
を
楽
し
む

５
月
22
日
（
金
）
か
ら
24
日
（
日
）
の
３
日

間
、今
年
で
15
回
目
を
迎
え
た
、み
ま
た
演
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル｢

ま
ち
ド
ラ
！
２
０
２
６｣

を

開
催
し
ま
し
た
。

三
股
駅
、
町
体
育
館
、
仲
町
地
区
の
町
研

修
セ
ン
タ
ー
と
町
立
文
化
会
館
の
４
会
場

で
、
全
国
各
地
の
劇
団
と
町
民
チ
ー
ム
に
よ

る
演
劇
７
作
品
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
メ
イ
ン
の
公
演
「
ミ
ル
ド
ラ
！
」
で
町

立
文
化
会
館
で
上
演
さ
れ
た
の
が
、
劇
団
ヒ

ロ
シ
軍（
長
崎
）に
よ
る
喜
劇『
受
付
』。
神
経

の
不
調
を
相
談
し
よ
う
と
精
神
科
を
訪
れ
た

男
性
が
、
受
付
の
女
性
に
話
を
は
ぐ
ら
か
さ

れ
る
う
ち
、
募
金
や
ア
イ
バ
ン
ク
登
録
、
献
体

ま
で
次
々
と
承
諾
さ
せ
ら
れ
、
笑
い
の
中
で

奇
妙
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
く
と
い
う

内
容
で
す
。　

例
年
、
あ
ら
ゆ
る
形
で
ま
ち
ド
ラ
！ 

を
盛

り
上
げ
て
い
る
劇
団
ヒ
ロ
シ
軍
の
荒あ
ら
き木
宏ひ
ろ
し志

さ
ん
に
よ
る
、
大
胆
か
つ
繊
細
に
訳
さ
れ
た

別べ
つ
や
く役
実
み
の
る

の
代
表
作
に
、
観
客
の
皆
さ
ん
は
熱

心
に
見
入
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

に
よ
る
朗
読
会
を
行
い
ま
す
。
３
月
に
続
く

２
回
目
と
な
る
今
回
は
、
落
語
と
講
談
の
演

目
を
朗
読
し
ま
す
。
演
目
を
楽
し
み
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
つ
い
て
解
説
も
交
え
て

お
届
け
し
ま
す
。

●
日
時
＝
７
月
17
日
（
金
）

　

午
後
２
時
～
３
時

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
町
立
図
書

館
窓
口
か
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

宮
崎
本
大
賞
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

　

県
内
書
店
員
や
図
書
館
司
書
な
ど
が
投
票

し
選
定
さ
れ
る
、
第
７
回
宮
崎
本
大
賞
が
決

定
し
ま
し
た
。
今
年
の
受
賞
作
品
は
…

『
掬す
く

え
ば
手
に
は
』瀬

せ

お尾
ま
い
こ
／
著　

講
談
社

他
人
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
が
分
か
っ

て
し
ま
う
超
能
力
を
持
つ
梨な
し
き木
匠
た
く
み

が
、
心
に

傷
を
負
っ
た
同
僚
の
常と
き
わ盤
冬ふ
ゆ
か香
に
寄
り
添
う

物
語
で
す
。

町
立
図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆�

休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

　

４
月
30
日
（
木
）、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
出
演
は
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
演
奏
者
の
愛あ
い
か
わ川
義よ
し
お夫
さ
ん

と
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
天あ
ま
の野
る
り
子こ

さ
ん
。

初
夏
の
童
謡
『
茶
摘
み
』、『
背
く
ら
べ
』
な

ど
の
演
奏
や
、
や
な
せ
た
か
し
さ
ん
の
童
話

『
や
さ
し
い
ラ
イ
オ
ン
』、
谷た
に
か
わ川
俊し
ゅ
ん
た
ろ
う

太
郎
さ
ん

の
詩
集
朗
読
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
本
と

音
楽
の
世
界
を
お
届
け
し
ま
し
た
。
約
20
人

の
観
覧
者
は
、
力
強
い
ギ
タ
ー
演
奏
と
美
し

い
歌
声
に
聞
き
入
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

５
月
12
日
（
火
）、
み
ま
た
幼
稚
園
の
園
児

18
人
が
来
館
。
大
型
絵
本
な
ど
６
冊
の
絵
本

読
み
聞
か
せ
と
、
読
書
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
で
借
り
る
本
を
選
び
、
窓
口
で

貸
出
手
続
き
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

劇
団
こ
ふ
く
劇
場
の
団
員
あ
べ
ゆ
う
さ
ん

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

本
と
音
楽
が
紡
ぐ
世
界

昨
年
12
月
号
で
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

に
関
す
る
お
話
を
掲
載
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
私
は
２
つ
の
ス
ト

リ
ク
ト
カ
ー
ル
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

ス
ト
リ
ク
ト
カ
ー
ル
と
は
、
上

半
身
の
勢
い
を
全
く
使
わ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
、
体
を
壁
に
押

し
付
け
て
行
う
、
上
腕
二
頭
筋
だ

け
で
ベ
ン
ト
バ
ー
ベ
ル
を
持
ち
上

げ
る
競
技
で
す
。

昨
年
の
11
月
末
に
、
全
九
州
ス

ト
リ
ク
ト
カ
ー
ル
大
会
女
子
の

部
で
、
私
は
優
勝
し
ま
し
た
。
下

の
写
真
は
全
九
州
大
会
の
も
の

で
す
。

こ
の
結
果
を
通
し
て
、
今
年
の

全
国
大
会
に
参
加
す
る
意
欲
が

出
て
、全
国
大
会
で
は
４
位
に
入

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
３

位
以
内
に
入
賞
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ
れ
ま
で

私
を
支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
や

周
り
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。

来
年
も
、
必
ず
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
す
！

地域おこし協力隊通信 vol.76

山
口
勝
己

ち
び
た
下
駄
空
に
蹴
上
げ
て
天
気
乞
い
遠
い
記
憶
が
朧
げ
に
顕
つ

車
無
き
友
の
嘆
き
を
聞
く
我
は
い
つ
か
来
る
日
を
思
い
頷
く

[

短
歌]

 

◆◆
◆◆
◆◆  

三
股
短
歌
会 

◆◆
◆◆
◆◆

【

】
同
級
生
で
も
あ
る
友
が
、
体
調
の
こ
と
、
年
齢
の
こ
と
を
考
え
、
車

を
手
放
し
ま
し
た
。
車
が
無
い
こ
と
が
こ
ん
な
に
不
便
な
の
か
と
、

話
を
聞
き
な
が
ら
、
他
人
事
で
は
な
い
、
い
つ
か
私
も
そ
ん
な
時

が
来
る
と
思
い
ま
し
た
。

329

山
下
恭
子

「
あ
し
た
天
気
に
な
ぁ
れ
」
掛
け
声
と
と
も
に
、
片
方
の
下
駄
を

空
に
放
っ
て
花
緒
が
上
で
晴
れ
、
下
駄
の
歯
が
上
で
雨
、
そ
ん
な

天
気
占
い
と
言
う
か
遊
び
を
よ
く
や
っ
た
も
の
で
す
。
昭
和
30
年

頃
の
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

外国語指導助手のコーナー

今月の表紙

わたしたち協力隊の活動の

ようすをお伝えします！

「韓国の夏」

地域おこし協力隊 趙
ジョ

 昇
ス ン フ

厚さん

Instagramはコチラ

삼계탕(参鶏湯 = サムゲタン) 　복날(伏日 = ポンナル)

『願 事』

空手の願い事、叶いますように

毎年、町更生保護女性会の皆さ
んが、町立文化会館と放課後児童
クラブのある施設に設置する七夕
飾り。今年は町立文化会館と、第
２地区交流プラザに設置されまし
た。写真の男の子は、家族と一緒
に町立文化会館を訪れていた、三
股西小４年の近

こ ん ど う

藤壮
たける

さん。声を掛
け、短冊に願い事を書いてもらい
ました。町立文化会館の七夕飾り
は今月中旬ごろまで設置される予
定です。

フィットネス界の女性
パート２

昨年のみまた座「 試演会 」の様子

暑い夏が始まりました。皆さま、体調には十分お気をつけください。

今回は、韓国の夏の食文化の一つである「サムゲタン」を紹介し

ます。日本では、土用の丑の日にウナギを食べて暑さを乗り切る

文化がありますが、韓国にも「伏日（ポンナル）」と呼ばれる日があ

り、この時期にサムゲタンなどの滋養食を食べる習慣があります。

韓国には「以熱治熱（イヨルチヨル）」という言葉があります。

これは「熱をもって熱を制す」という意味で、暑い夏にあえて温

かい料理を食べ、汗をかきながら体を整えるという昔ながらの

考え方です。サムゲタンは、鶏の中に餅米、ニンニク、ナツメや高

麗人参などを入れて、じっくり煮込んで

作る料理です。暑い時期に元気をつける

料理として、韓国では昔から親しまれて

います。夏に韓国を訪れる機会があれば、

ぜひ一度味わってみてください。

リュツ・カリッサ

よ
う
こ
そ
図
書
館
へ

み
ま
た
幼
稚
園
園
児
が
来
館

聴
き
ド
ク
！
聴
い
て
楽
し
む
朗
読
会

落
語
・
講
談
編
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

三
股
中
で
啓
発
交
流
会
を
開
催

６
月
５
日（
金
）、三
股
中
学
校

（
本ほ

ん
だ田
正ま

さ
は
る治
校
長
）で「
第
76
回『
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
』啓
発
交

流
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
運
動
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
も
ら
い
、青
少
年
健
全

育
成
を
図
る
と
と
も
に
、犯
罪
の

な
い
明
る
い
社
会
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

会
で
は
宮
崎
保
護
観
察
所
の

統
括
保
護
観
察
官
・
二に

の
み
や宮
尊た

か
し

さ
ん

が「
更
生
保
護
に
つ
い
て
」と
題
し

て
講
演
。
終
了
後
、
生
徒
会
執
行

部
７
人
と
、
二
宮
さ
ん
、
保
護
司

４
人
が
保
護
司
活
動
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

令
和
９
年
９
月
に
本
県
で
開

催
さ
れ
る
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

で
、本
町
で
は
銃
剣
道
競
技
、ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

行
わ
れ
ま
す
。

町
実
行
委
員
会
は
、
同
大
会

や
本
年
９
月
に
開
催
さ
れ
る
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
に
向
け
た
機
運

を
高
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、

町
内
の
園
児
に
、
両
種
目
バ
ー

ジ
ョ
ン
の
じ
ゃ
ん
か
ん
君
の
塗

り
絵
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

銃
剣
道
競
技
バ
ー
ジ
ョ
ン
の

塗
り
絵
は
、リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
当

日
、会
場
の
町
武
道
体
育
館
に
展

示
す
る
予
定
で
す
。

「
将
来
、社
会
に
出
て
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
今
日
の
講
演
や
意
見
交
換
会

で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
」

坂さ
か
ぐ
ち口

楓ふ
う
が芽

さ
ん

（
三
股
中
３
年
）

生
徒
会
長

小
学
３
年
生
と
中
学
１
年
生
が
対
象

放
課
後
学
習
会
を
実
施
中

町
教
育
委
員
会
は
、基
礎
学
力

の
定
着
を
図
る
た
め
の
放
課
後
学

習
会
を
、町
中
央
公
民
館
で
実
施

し
て
い
ま
す
。対
象
者
は
町
内
の

小
学
３
年
生
と
三
股
中
１
年
生

で
、教
科
は
算
数
・
数
学
で
す
。

学
習
会
が
開
か
れ
て
い
る
の

は
、
小
学
３
年
生
が
毎
週
月
曜

日
、中
学
１
年
生
は
毎
週
水
曜
日

で
、町
内
在
住
の
講
師
１
人
と
南

九
州
大
学
の
学
生（
小
学
生
の
み
）

が
少
人
数
指
導
と
個
別
の
支
援
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
放
課
後
学
習
会
に
は
、

小
学
生
19
人
、中
学
生
９
人
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

「
苦
手
意
識
も
あ
り
ま
す
が
、
算
数
は
好
き
な

教
科
で
す
。テ
ス
ト
で
１
０
０
点
を
取
れ
る
よ

う
に
、勉
強
を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

野の

ま間
仙さ

く
ら羅

さ
ん

（
三
股
西
小
３
年
）

参
加
者

み
ん
な
で
楽
し
く
生
涯
学
習

さ
つ
き
学
園
開
講
式

５
月
26
日（
火
）、町
中
央
公
民

館
で「
令
和
８
年
度
さ
つ
き
学
園

開
講
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の「
さ
つ
き
学
園
」は
、誰
で

も
楽
し
く
生
涯
学
習
を
す
る
こ

と
や
参
加
者
同
士
で
交
流
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
、毎
年
、町

教
育
委
員
会
が
開
催
し
て
い
る

も
の
で
す
。

今
年
度
の
受
講
者
は
31
人
。開

講
式
の
後
に
は
、第
１
回
目
の
教

室
と
し
て「
紙
芝
居
ま
ね
き
ね
こ

の
会
」（
都
城
市
）に
よ
る
紙
芝
居

が
上
演
さ
れ
、受
講
生
た
ち
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
る
様
子
で

し
た
。

全
16
回
の
教
室
で
は
、健
康
づ

く
り
や
交
通
事
故
防
止
な
ど
に
関

す
る
講
話
の
ほ
か
、パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
交
流
会
、音
楽
教
室
や
町
外
へ

の
移
動
教
室
な
ど
の
学
習
を
行
い

な
が
ら
、交
流
を
図
り
ま
す
。

Topics

ハ
イ
ハ
イ
競
争
！

「
み
ま
た
ベ
ビ
フ
ェ
ス
」が
開
催

５
月
29
日（
金
）、町
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
元
気
の
杜
」で
、
第

２
回「
み
ま
た
ベ
ビ
フ
ェ
ス 

～

B

ベ

ビ

ー

aby S

ス
テ
ッ
プ

tep F

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

estival

～
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、町
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
が
産
後
ケ
ア
事
業
の
一
環
と

し
て
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
。昨
年

度
に
初
め
て
開
催
し
、今
回
で
２

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

ハ
イ
ハ
イ
競
争
で
は
、
リ
モ

コ
ン
や
鍵
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
赤

ち
ゃ
ん
の
お
気
に
入
り
グ
ッ
ズ
を

持
っ
た
お
母
さ
ん
が
声
を
掛
け
な

が
ら
ハ
イ
ハ
イ
を
促
し
応
援
。ま

た
、
同
施
設
内
の「
い
き
が
い
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
」の
利
用
者
も
応
援

に
駆
け
付
け
、懸
命
に
ハ
イ
ハ
イ

を
す
る
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
に
声
援
を

送
り
ま
し
た
。

Topics

が
ん
ば
っ
て
色
を
塗
り
ま
し
た

国
ス
ポ
Ｐ
Ｒ
の
塗
り
絵
が
完
成

町公式サイト
（国スポ情報）

くるみ保育園くるみ保育園

ひまわり保育園長田分園ひまわり保育園長田分園

りんどう保育園りんどう保育園

たでいけ認定こども園たでいけ認定こども園

みどり保育園みどり保育園

選
挙
啓
発
に
多
大
な
貢
献

総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

５
月
11
日（
月
）、
町
役
場
で

「
国
民
参
政
１
３
５
周
年
・
普
通

選
挙
１
０
０
周
年
・
婦
人
参
政
80

周
年
記
念
に
お
け
る
選
挙
関
係

功
労
者
表
彰
」に
関
す
る
、
総
務

大
臣
感
謝
状
の
伝
達
式
を
行
い

ま
し
た
。

今
回
、総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
の
は
、勝
岡
在
住
の

森も
り

秋あ
き
み生
さ
ん
で
す
。

森
さ
ん
は
、本
町
の
明
る
い
選

挙
推
進
協
議
会
の
委
員（
副
会
長
）

と
し
て
、平
成
18
年
度
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
の
18
年
間
、精
力
的

に
活
動
。
こ
の
間
、
選
挙
時
に
実

施
す
る
町
内
商
業
施
設
な
ど
で
の

啓
発
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

投
票
率
の
向
上
に
向
け
た
活
動
に

取
り
組
む
な
ど
、「
明
る
い
選
挙
」

の
推
進
に
、長
き
に
わ
た
り
尽
力

し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
て
受
賞
し

ま
し
た
。

勝
岡・梶
山
小
に
苗
な
ど
を
贈
呈

「
人
権
の
花
」運
動
を
実
施

５
月
21
日（
木
）、町
は
、勝
岡

小
学
校
と
梶
山
小
学
校
に「
人
権

の
花
」運
動
の
一
環
と
し
て
、
花

の
苗
、プ
ラ
ン
タ
ー
や
啓
発
看
板

な
ど
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、子
ど
も
た
ち
が
お
互

い
に
協
力
し
な
が
ら
花
を
栽
培
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、命
の
大
切
さ

や
相
手
へ
の
思
い
や
り
と
い
っ
た

「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」の
精
神
を

身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
運
動
で
す
。

贈
呈
式
に
は
、
町
長
、
教
育
長

の
ほ
か
、人
権
擁
護
委
員
や
宮
崎

地
方
法
務
局
都
城
支
局
長
が
出
席

し
ま
し
た
。

「
花
を
丁
寧
に
育
て
る
こ
と
を
通
し
て
、
命
の

大
切
さ
や
、周
り
の
人
を
思
い
や
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
」

浜は
ま
だ田

竜り
ゅ
う
し
ん慎

さ
ん

（
勝
岡
小
６
年
）

児
童
代
表
あ
い
さ
つ

発
表
者
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せら知おせら知お  

町
は
、
新
婚
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
応
援

す
る
た
め
、
住
宅
取
得
費
用
な
ど
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。
申
請
す
る
人
は
、

対
象
と
な
る
要
件
や
必
要
な
提
出
書
類
の

確
認
の
た
め
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

●�

対
象
世
帯
＝
①
～
④
の
条
件
を
全
て
満

た
す
人

①
令
和
８
年
１
月
１
日
以
降
に
婚
姻
し
た

②�

婚
姻
日
の
年
齢
が
夫
婦
と
も
に
39
歳

以
下

③
夫
婦
の
合
計
所
得
が
５
０
０
万
円
未
満

　
（
直
近
の
所
得
証
明
書
の
額
）

④�

夫
婦
の
双
方
が
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
な
ど
に

関
す
る
講
習
な
ど
を
受
講
し
て
い
る

●�

対
象
経
費
＝
４
月
１
日（
水
）〜
令
和

９
年
２
月
26
日（
金
）ま
で
に
支
払
っ

た
費
用
が
対
象
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
る

場
合
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
１
）住
宅
賃
貸
費
用

婚
姻
を
機
に
新
た
に
契
約
し
た
住
宅
の

賃
借
に
要
し
た
費
用
お
よ
び
既
に
契
約
済

み
の
住
宅
で
婚
姻
日
ま
た
は
婚
姻
を
機
に

同
居
を
始
め
た
日
以
後
の
住
宅
の
賃
借
に

要
し
た
費
用
の
う
ち
賃
料
、敷
金
、礼
金
、

共
益
費
お
よ
び
仲
介
手
数
料
。

（
２
）住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用

婚
姻
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
前
の
日
以

後
に
婚
姻
を
機
に
新
た
に
実
施
し
た
、
住

宅
機
能
の
維
持
ま
た
は
向
上
を
図
る
た
め

に
行
う
修
繕
、
増
築
、
改
築
、
設
備
更
新

な
ど
の
工
事
費
用
。

（
３
）住
宅
取
得
費
用

婚
姻
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
前
の
日
以

後
に
婚
姻
を
機
に
新
た
に
取
得
し
た
住
宅

の
購
入
ま
た
は
新
築
に
要
し
た
費
用
。

（
４
）引
越
費
用

婚
姻
を
機
に
町
内
に
引
っ
越
し
す
る
際

に
要
し
た
経
費
の
う
ち
、
引
越
業
者
ま
た

は
運
送
業
者
へ
支
払
っ
た
費
用
。

※�（
１
）～（
３
）に
つ
い
て
は
、居
住
用
途

の
部
分
と
事
業
用
途
の
部
分（
店
舗
な

ど
）が
併
存
す
る
併
用
住
宅
に
お
い
て

は
、
居
住
用
途
の
部
分
の
み
対
象
と
し

ま
す
。

●
補
助
金
額
＝
最
大
30
万
円

●�

受
付
期
間
＝
令
和
９
年
２
月
26
日（
金
）

午
後
５
時
ま
で

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

企
画
商
工
課　
企
画
政
策
係

☎
52
－
１
１
１
４

物
価
高
騰
に
よ
り
経
済
的
な
負
担
が
増

加
し
て
い
る
家
庭
や
事
業
者
を
支
援
す
る

た
め
、水
道
基
本
料
金
を
免
除
し
ま
す
。

●�

対
象
者
＝
本
町
に
水
道
料
金
を
納
付
し

て
い
る
人

●�

手
続
き
＝
不
要(

免
除
後
の
料
金
を
請

求
し
ま
す)

●�

免
除
の
内
容
＝
内
容
＝
８
月
、
10
月
請

求
分
の
、
２
期
分
の
水
道
基
本
料
金
が

無
料（
７
月
、９
月
検
針
分
）

※�

基
本
料
金
を
超
え
た（
水
の
使
用
量
に

応
じ
た
）従
量
料
金
、
下
水
道
使
用
料

や
農
業
集
落
排
水
使
用
料
は
通
常
ど
お

り
の
請
求
と
な
り
ま
す
。 

※�

一
般
家
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
る
メ
ー

タ
ー
の
口
径
は
、
主
に
13
㍉
㍍
、
20
㍉

㍍
に
な
り
ま
す
。

※�

基
本
料
金
の
金
額
は
メ
ー
タ
ー
の
口

径
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
メ
ー
タ
ー

の
口
径
は
検
針
票
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

●�

お
問
い
合
わ
せ
＝

環
境
水
道
課　
上
水
道
係

☎
52
－
９
０
８
１

町
内
一
斉
清
掃
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。
快
適
な
生
活
環
境
と
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
家
庭
周
辺
の
清
掃
を

各
自
治
公
民
館
、
各
支
部
や
各
種
団
体
な

ど
で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

清
掃
日
＝
８
月
２
日（
日
）

※�

天
候
不
順
の
場
合
の
実
施
の
可
否
は
、

実
施
団
体
な
ど
で
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

８
月
は
、
町
内
の
ご
み
拾
い
推
進
月
間

で
す
。
８
月
の
町
内
一
斉
清
掃
は
、
公

園
、
広
場
や
道
路
な
ど
町
内
の
ご
み

（
空
き
缶
な
ど
）を
拾
い
ま
し
ょ
う
。

●��

搬
入
場
所
＝
町
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場（
ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
み
ま
た
）

●�
搬
入
時
間
＝
午
前
７
時
～
９
時

※�
時
間
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。
や
む
を

得
ず
搬
入
時
間
に
間
に
合
わ
な
い
場
合

は
、
町一般
廃
棄
物
最
終
処
分
場（
☎
52

－５
４
２
４
）に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●��

搬
入
で
き
る
ご
み
＝
清
掃
で
出
た
、
空

き
缶
な
ど
の
不
燃
物
ご
み

※�

分
別
し
て
、直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い（
町

役
場
で
の
回
収
は
行
って
い
ま
せ
ん
）。

※�

処
分
場
内
で
は
係
員
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

※�

草
、
剪
定
く
ず
、
側
溝
の
泥
や
火
山
灰

を
持
ち
込
む
場
合
は
、
袋
に
入
れ
ず
に

持
ち
込
む
か
、
処
分
場
で
袋
か
ら
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

環
境
水
道
課　
環
境
保
全
係

☎
52
－
９
０
８
２

令
和
９
年
１
月
５
日（
火
）実
施
予
定

の「
三
股
町
は
た
ち
の
成
人
式
」に
つ
い

て
、
企
画
・
運
営
を
行
う
実
行
委
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
手
で
心
に

残
る
式
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
や
る

気
の
あ
る
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●�

募
集
人
数
＝
10
人
程
度

●�

年
齢
＝
令
和
８
年
４
月
２
日
～
令
和
９

年
４
月
１
日
に
20
歳
に
な
る
人

●�

活
動
内
容
＝

①�

８
月
か
ら
、
平
日
の
夜
間
ま
た
は
土
日

に
数
回
集
ま
り
、
企
画
・
運
営
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

（
会
議
の
日
時
は
実
行
委
員
の
都
合
に

合
わ
せ
ま
す
）

②�

参
加
者
の
中
心
と
な
っ
て
、
当
日
の
運

営
を
行
い
ま
す

●�

応
募
方
法
＝
７
月
22
日（
水
）ま
で
に
、教

育
課
生
涯
学
習
係
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
＝

教
育
課　
生
涯
学
習
係

☎
52
－
９
３
１
１

13
日（
木
）

●�

開
催
場
所
＝
町
立
文
化
会
館（
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
）

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

教
育
課　
生
涯
学
習
係

☎
52
－
９
３
１
１

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
、
幅
広
い
世
代
の
人
が
学
ん
で
い
ま

す
。現

在
、
10
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
希
望
す
る
人
に
は
詳
し
い
資
料
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

●
募
集
学
生
の
種
類
＝

①
教
養
学
部

•
�

科
目
履
修
生（
６
カ
月
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
）

•
�

選
科
履
修
生（
１
年
間
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
）

•
�

全
科
履
修
生（
４
年
以
上
在
学
し
、
卒

業
を
目
指
す
）

②
大
学
院

•
�

修
士
科
目
生（
６
カ
月
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
）

•
�

修
士
選
科
生（
１
年
間
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
）

●�

出
願
期
間
＝

　
①
６
月
10
日（
水
）～
８
月
31
日（
月
）、

　
②
９
月
１
日（
火
）～
９
月
９
日（
水
）

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
出
願
で
き
ま

す
）

●
資
料
請
求（
無
料
）・
お
問
い
合
わ
せ
＝

放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
２
－
53
－
１
８
９
３

「
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動
調
査
」と
は
、

事
業
所
や
企
業
の
経
済
活
動
の
状
態
を
明

ら
か
に
し
、
日
本
経
済
の「
い
ま
」を
明

ら
か
に
す
る
た
め
の
統
計
調
査
で
す
。
正

確
な
統
計
を
作
る
た
め
に
も
、
漏
れ
な
く

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
調
査
基
準
日
＝
６
月
１
日（
月
）

●
調
査
対
象
＝
全
国
全
て
の
事
業
所
と
企
業

●�

調
査
内
容
＝
名
称
お
よ
び
電
話
番
号
、

所
在
地
、主
な
事
業
の
内
容
、売
上（
収

入
）金
額
な
ど

●�

調
査
方
法
＝
調
査
員
が
訪
問
し
調
査

票
を
配
布
す
る
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ま
た
は
郵
送
に
て
実
施

●�

回
答
方
法
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

か
紙
の
調
査
票
で

回
答

●�

お
問
い
合
わ
せ
＝

企
画
商
工
課　
企
画
政
策
係

☎
52
－
１
１
１
４

「
人
権
」と
は
、「
全
て
の
人
々
が
生
命

と
自
由
を
確
保
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
福
を

追
求
す
る
権
利
」あ
る
い
は「
人
間
が
人

間
ら
し
く
生
き
る
権
利
で
、
生
ま
れ
な
が

ら
に
持
つ
権
利
」で
あ
り
、
誰
に
と
っ
て

も
身
近
で
大
切
な
も
の
、
日
常
の
思
い
や

り
の
心
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
も
の
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
夏
休
み
な
ど
で
家
族
や
友
だ

ち
と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
が
多
い
８
月
を

「
人
権
啓
発
強
調
月
間
」と
定
め
、県
と
と

も
に
全
市
町
村
が
人
権
啓
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
学
校
、
家
庭

や
地
域
で
、
人
権
尊
重
の
大
切
さ
や
思
い

や
り
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
話
し
合
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
本
町
で
は
、
強
調
月
間
に
次

の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

県
で
は
、
人
権
啓
発
の
パ
ネ
ル
展
示
を

全
市
町
村
で
リ
レ
ー
し
て
実
施
す
る「
い

き
い
き
ふ
れ
あ
い
リ
レ
ー
啓
発
展
」を
開

催
し
ま
す
。

同
啓
発
展
で
は
、
県
内
の
児
童
・
生

徒
に
よ
る「
人
権
に
関
す
る
作
文
や
ポ
ス

タ
ー
」な
ど
が
掲
示
さ
れ
る
ほ
か
、
人
権

に
つ
い
て
の
啓
発
用
資
料
を
準
備
し
て

い
ま
す
。

家
族
、
友
人
と
来
場
し
、「
人
権
」の
大

切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

本
町
で
は
、
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

開
催
期
間
＝
８
月
１
日（
土
）～
８
月

愛
の
ご
寄
付

　
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●��

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ　
☎
＃
８
０
０
８

●��

宮
崎
県
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
９
８
５
－
22
－
３
８
５
８

●�

警
察
安
全
相
談
室　
☎
＃
９
１
１
０

●�

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
☎
０
９
８
５
－
60
－
１
８
２
２

●�

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
法
務
省
）

　
☎
０
５
７
０
－
０
７
０
－
８
１
０

●��

性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎

　
☎
０
９
８
５
－
38
－
８
３
０
０

●�

町
女
性
相
談
所　
☎
52
－
０
９
９
９

●�

町
役
場
総
務
課
行
政
係

　
☎
52
－
１
１
１
２

※�

緊
急
時
は
迷
わ
ず
１
１
０
番
へ

５
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

社
会
福
祉
法
人
三
股
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
忌
明
寄
付

●
一
般
寄
付
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
件

寄
付
者

続
柄

故
人
名
年
齢

地
区

金
額

中な
か
は
ら原
昭し

ょ
う
い
ち一

母
中な

か
は
ら原
ミ
チ
子こ

102

上
米

3
万
円

長な
が
く
ら倉

マ
サ
子こ

夫
長な

が
く
ら倉

文ふ
み
お蓊

93

梶
山

5
万
円

中な
か
せ世

久ひ
さ
こ子

夫
中な

か
せ世

正ま
さ
た
か隆

87

東
原

5
万
円

久く

ぼ保
宏ひ

ろ
こ子

夫
久く

ぼ保
行ゆ

き
よ
し義

90

仲
町

3
万
円

杉す
ぎ
の野　

満み
つ
る

義
母
新し

ん
ち地

シ
ツ
子こ

97

餅
原

5
万
円

瀬せ
と
や
ま

戸
山
千ち

よ代

夫
瀬せ

と
や
ま

戸
山
和か

ず
お夫

83

東
原

3
万
円

結
婚
新
生
活
を
支
援
し
ま
す
！

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら
の

暴
力
に
関
す
る
相
談
窓
口

水
道
基
本
料
金（
８
月
、
10
月

請
求
分
）を
免
除
し
ま
す

口
径（
㍉
㍍
）

基
本
料
金（
税
込
）（
２
カ
月
当
た
り
）

13

１
５
４
０
円

20

２
４
２
０
円

25

３
３
０
０
円

40

６
１
６
０
円

50

 

９
２
４
０
円

75

１
万
３
６
４
０
円

町
内
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
す

三
股
町
は
た
ち
の
成
人
式
実
行

委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

８
月
は「
人
権
啓
発
強
調
月
間
」

で
す

「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
リ
レ
ー

啓
発
展
」を
開
催
し
ま
す

放
送
大
学
入
学
生
募
集
の
お
知

ら
せ

町
内
の
事
業
所
・
企
業
の
皆
様
へ

「
令
和
８
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―

活
動
調
査
」へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

経済センサ
ス活動調査
の詳細はこ
ちら
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祉福と健保祉福と健保

Ｄ
の
使
用
法
に
つ
い
て
の
講
習
を
、
実
技

を
交
え
て
実
施
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

●
期
日
＝
７
月
23
日（
木
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

●�

講
師
＝
都
城
市
消
防
局　
警
防
救
急
課

担
当
職
員

　
※
要
予
約

月
に
一
度
、
セ
ン
タ
ー
で
お
昼
ご
飯
を

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
弁
当
や
軽
食

の
持
参
が
可
能
で
す
。〝
み
ち
ば
あ
ば
〟の

手
作
り
弁
当（
要
予
約
）の
注
文
も
で
き

ま
す
の
で
、
親
子
で
ゆ
っ
く
り
ラ
ン
チ
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
７
月
24
日（
金
）

●�

時
間
＝
正
午
～
午
後
１
時（
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
の
前
後
も
遊
べ
ま
す
）

笑
顔
を
運
ぶ
音
楽
団「
小
さ
な
音
楽
会
」

の
、
生
の
歌
と
演
奏
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
７
月
28
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気

の
杜
」大
会
議
室

　
※
要
予
約

子
育
て
の
悩
み
や
発
達
の
不
安
な
ど
を

気
軽
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。「
小
さ
な

●
期
日
＝
８
月
６
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●�

対
象
者
＝
令
和
７
年
７
月
、
令
和
８
年

１
月
、５
月
生
ま
れ

●
持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳

（
お
っ
ぱ
い
相
談
希
望
者
は
タ
オ
ル
３

枚
程
度
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※�

希
望
者
に
は
、
お
っ
ぱ
い
相
談
や
栄
養

相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

●
期
日
＝
７
月
16
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●�

対
象
者
＝
令
和
６
年
11
月
、
12
月
生
ま

れ
●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト

※�

内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
心
理
相
談
、
栄
養
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

●
期
日
＝
７
月
23
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

絵
本
の
会
」
が
手
作
り
作
品
を
使
っ
て
お

話
し
会
を
開
き
ま
す
。
や
わ
ら
か
な
布
絵

本
の
世
界
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
７
月
14
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

　
※
要
予
約

　
双
子
を
含
む
４
人
の
子
ど
も
を
育
て
て

い
る
保
育
士
さ
ん
が
立
ち
上
げ
た
サ
ー
ク

ル
で
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
楽
し
み

な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
一
緒

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
身
体
計
測
と
成
長

記
録
も
で
き
ま
す
。

●
期
日
＝
７
月
16
日（
木
）

●�

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

（
出
入
り
自
由
）

理
学
療
法
士
の
内う

ち
く
ぼ

久
保
鮎あ

ゆ
こ子
さ
ん
が
産

後
の
体
を
無
理
な
く
整
え
る
体
操
を
行
い

ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、
心
と
体
を

ほ
ぐ
す
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
＝
７
月
22
日（
水
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気

の
杜
」和
室

●�
対
象
＝
町
内
在
住
で
産
後
２
カ
月
～
１

年
程
度
の
お
母
さ
ん

　
※
要
予
約（
５
組
限
定
）

　
乳
幼
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ

●�

対
象
者
＝
令
和
５
年
12
月
、
令
和
６
年

１
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト

※�

歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
希

望
者
に
は
、
こ
と
ば
の
相
談
や
心
理
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気
の
杜
」の
中
に
あ
り

ま
す
。
利
用
で
き
る
の
は
、
未
就
学
の
子

ど
も
で
保
護
者
同
伴
が
原
則
で
す
。

月
～
金
曜
の
午
前
９
時
～
正
午
と
、
午

後
１
時
～
３
時
の
開
放
日
に
合
わ
せ
て
、

毎
月
楽
し
い
行
事
や
教
室
を
行
っ
て
い
ま

す
。
親
子
で
ほ
っ
と
で
き
る
場
所
へ
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
。

親
子
で
外
国
語
指
導
助
手
の
先
生
と
一

緒
に
英
語
に
慣
れ
親
し
み
な
が
ら
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
毎
週
水
曜
日

●
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

●
講
師
＝
ラ
イ
ト
・
デ
レ
ッ
ク
先
生　

　
※
要
予
約

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
ふ
わ
ふ
わ
布

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　

 

☎
52
－
８
１
０
１

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

集
団
遊
び
」と
ひ
か
り
園
の
先
生
を
交
え

た
、
お
母
さ
ん
の
座
談
会
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
期
日
＝
８
月
５
日（
水
）　

●
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時

●
講
師
＝
都
城
ひ
か
り
園
の
先
生

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気

の
杜
」大
会
議
室
と
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

　
理
学
療
法
士
・
植う

え
む
ら村
郁か

お
る

さ
ん
、
内う

ち
く
ぼ

久
保 

鮎あ
ゆ
こ子
さ
ん
に
よ
る
産
後
マ
マ
向
け
の
個
別

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
時
間
で
す
。
自
分
の
体
と

心
に
向
き
合
い
、
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

●
期
日
＝
８
月
７
日（
金
）

●
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～

●�

対
象
＝
町
内
在
住
で
産
後
２
カ
月
～
１

年
程
度
の
お
母
さ
ん

　
※
要
予
約（
４
組
限
定
）

当
セ
ン
タ
ー
は
ご
近
所
で
助
け
合
う
子

育
て
を
組
織
化
し
た
も
の
で
す
。〝
依
頼

者
は
信
頼
・
安
心
し
て
預
け
、
提
供
者
は

大
切
に
か
わ
い
が
っ
て
預
か
っ
て
く
れ

る
〟そ
ん
な
、
お
互
い
に
と
っ
て
優
し
さ

や
喜
び
が
響
き
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

利
用
す
る
に
は
事
前
に
会
員
登
録
が
必

要
で
す
。

〈
現
在
行
っ
て
い
る
援
助
活
動
〉

用
事
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き
の

子
ど
も
の
預
か
り
、
児
童
ク
ラ
ブ
や
保
育

施
設
へ
の
送
迎　
な
ど

●�

利
用
料
金
＝
町
が
１
人
目
の
み
１
時
間

３
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

※
助
成
後
の
料
金
を
表
記
し
て
い
ま
す
。

健
康
運
動
実
践
指
導
者
の
指
導
で
、
音

楽
に
合
わ
せ
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
や
歩
く

動
作
を
中
心
と
し
た
運
動
を
し
ま
す
。
運

動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
＝
８
月
17
日（
月
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
室
内
用
シ
ュ
ー

ズ
、タ
オ
ル
、飲
み
物

●
場
所
＝
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※�

動
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

在
宅
生
活
で
の
緊
急
事
態
に
対
す
る
不

安
解
消
の
た
め
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を

貸
し
出
し
ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る
人
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

●
対
象
者
＝

①�

65
歳
以
上
の
、
一
人
暮
ら
し
で
、
慢
性

疾
患
な
ど
に
よ
り
、
日
常
生
活
で
注
意

が
必
要
な
状
態
の
人
。

②�

高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、
ど
ち
ら
か
一

方
が
寝
た
き
り
、
ま
た
は
、
認
知
症
の

状
態
に
あ
り
、
他
方
が
慢
性
疾
患
な
ど

で
日
常
生
活
に
注
意
が
必
要
な
状
態
に

あ
る
人
な
ど
。

●
利
用
者
負
担
＝
無
料

※�

携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
人
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

※
固
定
電
話
の
設
置
が
必
須
で
す
。

※�

介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
人
も
利
用
で
き
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
健
診

m

ま

ま

の

て

am
anote

（
体
操
）

セ
ン
タ
ー
へ
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

ふ
わ
ふ
わ
布
絵
本

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

１
歳
６
か
月
児
健
診

子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人 

→ 

お
ね
が
い（
依
頼
）会
員

子
育
て
を
援
助
し
た
い
人 

→ 

ま
か
せ
て（
提
供
）会
員

利
用
時
間

１
時
間
あ
た
り
の
利
用
料
金

月
〜
金
曜

午
前
７
時
〜
午
後
7
時
子
ど
も
１
人
目
３
０
０
円

２
人
目
以
降
３
０
０
円

月
〜
金
曜
の
早
朝
・
夜
間

と
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

子
ど
も
１
人
目
５
０
０
円

２
人
目
以
降
４
０
０
円

高
齢
者
（
介
護
保
険
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ  

☎
52
－
９
０
６
３・８
６
３
４

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
貸
与
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て

子
ど
も

一　
般

２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診

親
子
サ
ー
ク
ル　
キ
ラ
キ
ラ

救
急
法
講
習
会

ラ
ン
チ
タ
イ
ム

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

m

ま

ま

の

て

am
anote

（
マ
ッ
サ
ー
ジ
）子育て支援セン

ターのInstagram
はこちら

詳
し
く
はInstagram

や
町
社
会
福
祉
協
議
会

公
式
サ
イ
ト
で
も
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　  

☎
51
－
５
６
８
８

足もと元気教室
●日程＝7月15日～８月14日までの分
地区名 時間 場所 日程

1地区 午前９時30分～11時 第 1 地区分館
７月17日(金)

８月７日(金)

2地区 午後１時30分～３時 第 2 地区交流プラザ ８月６日(木)

3地区 午後１時30分～３時 第 3 地区分館 －

4地区 午前９時30分～11時 第 4 地区分館
７月15日(水)

８月12日(水)

5地区 午後１時30分～３時 轟木集落館 ７月16日(木)

蓼池 午前９時30分～11時 蓼池児童館
７月16日(木) 

８月６日(木)

花見原 午前９時30分～11時 花見原コミュニティセンター ８月５日(水)

餅原 午前９時30分～11時 餅原研修館 －

三原 午後１時30分～３時 三原地区コミュニティセンター ７月15日(水)

中原 午前９時30分～11時 中原コミュニティセンター
７月22日(水)

８月12日(水)

今市 午前９時30分～11時 今市児童館 ８月３日(月)

下新 午前９時30分～11時 第 7 地区分館 －

8地区 午前９時30分～11時 第 8 地区分館 ７月24日(金)

9地区 午後１時30分～３時 第 9 地区分館
７月22日(水)

８月12日(水)

●�準備するもの＝体操のできる服装、タオル、シューズ、水分補
給用の飲み物
※ ��7 月１日～ 14日の日程は、『広報みまた』先月号を確認して
ください。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
教
室

15 14広報みまた2026.7 広報みまた2026.7



情のしらく 報

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第8位／令和８年4月30日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

◎町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！◎この社会 あなたの税が生きている◎たばこは町内で買いましょう

税のお知らせ ●税務財政課からのお知らせ¥

三股町の人口（令和８年６月１日現在） ◦男／11,535人◦女／13,261人◦合計／24,796人（前月比−19人）
◦世帯数／10,311戸（−11戸）◦出生／7人◦死亡／23人◦転入／54人◦転出／57人

７月３１日（金）は納期限です
●国民健康保険税（第1期）
口座振替は7月27日（月）が振替日です。引き落と
しされなかった場合、8月10日（月）に再振替を行いま
す。前日までに預貯金口座の残高確認と入金をお願い
します。
なお、再振替でも引き落としされなかった場合は納
付書で納めてください。
■お問い合わせ＝納税管理係　☎52-9635
納期限内に納付しましょう
納税の本来の姿は、定められた納期限までに、納税
義務者が税金を自主的に納めることです。仮に、定め
られた納期限までに町税を納めず、滞納の状態にあれ
ば、町は滞納者に対して督促状などを送付し、納税を
促すことになります。
町税を滞納したままでいると、町は納期限内に納め

た納税者との公平性を保つため、また、町税を確保す
るために、やむを得ず滞納者の不動産や給料などの財
産を差し押える「滞納処分」を行うことになります。
納期限までに納税者の皆さんが自主的に納めるよう
お願いします。
■お問い合わせ＝特別収納対策係　☎52-9634

「納税相談」を利用してください
税金は納期限内に納めることが原則ですが、「やむ

を得ない特別な事情があって納期限内に納税できな
い」、「一度に納めることが難しい」といった場合には
相談してください。早めの納税相談は、分割納付など
で納付期間や金額に余裕を持つことができます。
また、納税について分からないことがある場合も気

軽に相談してください。
■お問い合わせ＝特別収納対策係　☎52-9634

　情のしらく 報

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

今月号を読んだ感想、今後取り上げてほしい話題や記
事、あなたの身近で起きた出来事などお寄せください。

皆さんのまちづくりに対する夢あるご意見、ご提
案を募集します。

お送りいただいた個人情報等は、今後の広報紙の誌面づくりの参考に致します。
それ以外に情報の利用は致しません。

休日急患診療機関くらしのカレンダー 〔ゴミ回収日・図書館休館日・イベント〕
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

可燃物

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

可燃物
図書館休館日

可燃物 白色トレイ
ペットボトル

可燃物

12 13 14 15 16 17 18

可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

缶・ビン 可燃物

19 20
海の日

21 22 23 24 25

可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

不燃物 可燃物

26 27 28 29 30 31

可燃物
図書館休館日

可燃物 可燃物

7月 5月

町公式サイト

休日急患診療機関
日 病院名 町　名 電話番号

5 日

畠中小児科医院（小） 三 股 町 ☎52-6000

ゆうクリニック（内） 広 原 町 ☎46-6100

大岐医院（内・胃） 山之口町 ☎57-2025

福島外科胃腸科整形外科医院（外・胃・整） 都 北 町 ☎38-1633

ならはら皮膚科医院（皮） 志比田町 ☎22-1455

岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） 三 股 町 ☎51-1187

12日

早水公園クリニック（内・小・外・消・アレ） 早 水 町 ☎36-6117

藤元総合病院（内） 早 鈴 町 ☎22-1717

坂田医院（内・消） 三 股 町 ☎51-2003

あさぎり頭痛・脳神経クリニック（脳・外・内） 三 股 町 ☎52-7788

きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） 吉 尾 町 ☎38-7300

武田産婦人科医院（産・婦） 蔵 原 町 ☎22-0336

19日

志々目医院（内・小） 山之口町 ☎57-2004

伊達クリニック（内・循） 牟 田 町 ☎36-7088

三州病院（内） 花 繰 町 ☎22-0230

たかお浜田医院（外・内） 鷹 尾 ☎22-8818

江夏整形外科クリニック（整・リウ・リハ） 三 股 町 ☎51-1122

吹上耳鼻咽喉科医院（耳鼻） 鷹 尾 ☎21-4133

20月

はしぐち小児科（小） 都 原 町 ☎24-5500

田口循環器科・内科クリニック（内）下 川 東 ☎24-0600

田中隆内科（内） 三 股 町 ☎52-0301

都城フォレスト・クリニック脳神経外科（脳） 下 川 東 ☎80-4313

速見泌尿器科医院（泌） 妻ケ丘町 ☎24-8344

よしだ眼科クリニック（眼） 三 股 町 ☎77-8817

26日

仮屋医院（内・小） 上水流町 ☎36-0521

藤元上町病院（内） 上 町 ☎23-4000

宇宿医院（内・胃・消） 栄 町 ☎25-9031

山路医院（外・内） 山 田 町 ☎64-3133

都城明生病院（泌） 金 田 町 ☎38-1120

西元眼科医院（眼） 中 原 町 ☎25-8888

日 病院名 町　名 電話番号

２日

沖水こどもクリニック（小） 太郎坊町 ☎27-5656

坂元循環器内科医院（内・循） 宮 丸 町 ☎57-9933

佐々木医院（内） 高 崎 町 ☎62-1103

吉松病院（外・整） 蔵 原 町 ☎25-1500

池之上整形外科（整・リハ・リウ） 上 川 東 ☎23-2311

いわよし耳鼻咽喉科クリニック（耳鼻） 千 町 ☎36-5555

９日

たけしたこども医院（小） 三 股 町 ☎51-0005

野辺医院（内・胃） 上　 町 ☎22-0153

やまさき医院（内） 都 原 町 ☎25-7780

まつもと心臓血管外科クリニック（循外・内） 東 町 ☎36-8926

いのまた整形外科クリニック（整） 五 十 町 ☎36-6272

野田医院（産・婦） 蔵 原 町 ☎24-8553

7月

※�

休
日
急
患
診
療
機
関
の
診
療
時
間
は
午
前
9
時
〜
午
後
6
時
で
す
。や
む
を

得
ず
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、☎
23
－
５
５
５
５
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い（
夜
間
は
都
城
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
☎
36
－
８
８
９
０
ま
で
）。な
お

歯
科
に
つ
い
て
は
☎
25
－
４
１
０
０
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休日急患診療機関 8月

以後の休日急患診療機関については翌月号に掲載します。

17

７
月
は
、
飲
酒
運
転
根
絶
強
化
月
間

で
す
。

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
が
多
発
す

る
夏
の
時
期
に
、
飲
酒
運
転
根
絶
の
機
運

を
高
め
、
取
り
締
ま
り
の
強
化
な
ど
を
行

う
こ
と
で
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
交

通
事
故
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

●�

飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪
で
あ
り
、

「
絶
対
に
し
な
い･

さ
せ
な
い･

許
さ

な
い
」を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

●�

翌
日
に
運
転
す
る
場
合
は
、
飲
酒
量
や

飲
酒
時
間
に
注
意
し
、
体
内
に
ア
ル
コ
ー

ル
が
残
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

飲
酒
運
転
を
す
る
恐
れ
の
あ
る
人
に
車

両
を
提
供
し
た
り
、
酒
類
を
提
供
し
た

り
、
飲
酒
を
勧
め
た
り
す
る
こ
と
、
ま

た
、
飲
酒
運
転
と
知
り
な
が
ら
同
乗
す

る
こ
と
は
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●�

地
域
ぐ
る
み
で
飲
酒
運
転
を
絶
対
に
さ

せ
な
い
・
許
さ
な
い
環
境
づ
く
り
を
促

進
し
ま
し
ょ
う
。

●�

事
業
者
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
の
適

正
な
使
用
と
厳
正
な
点
呼
の
実
施
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

※�

安
全
運
転
管
理
者
は
、
次
の
業
務
が
義

務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
令
和
４
年
４
月
１
日
施
行
〉

・�

運
転
前
後
の
運
転
者
の
状
態
を
目
視

な
ど
で
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
運
転

者
の
酒
気
帯
び
の
有
無
を
確
認
す
る

こ
と
。

・�

酒
気
帯
び
の
有
無
に
つ
い
て
記
録
し
、

記
録
を
１
年
間
保
存
す
る
こ
と
。

〈
令
和
５
年
12
月
１
日
施
行
〉

・�
運
転
者
の
酒
気
帯
び
の
有
無
の
確
認

を
、
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
を
用
い
て
行

う
こ
と
。

・�

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
を
常
時
有
効
に
保

持
す
る
こ
と
。

●�

飲
食
店
に
お
け
る
飲
酒
運
転
を
す
る
恐

れ
の
あ
る
人
へ
の
酒
類
提
供
の
禁
止
と

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
の
周
知
徹
底

を
図
り
ま
し
ょ
う
。

●�

飲
酒
運
転
の
危
険
性
、
責
任
の
重
大
性

に
つ
い
て
繰
り
返
し
啓
発
し
、
規
範
意

識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

運
動
期
間
中
、
町
内
で
は
、
地
域
一
体

と
な
っ
て
、
通
学
・
通
勤
時
間
帯
で
の
街

頭
指
導
や
広
報
活
動
な
ど
、
交
通
安
全
の

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

令
和
８
年
飲
酒
運
転
根
絶
強
化
月
間

期
間
：
７
月
１
日（
水
）～
31
日（
金
）

運
転
者
は
・
同
乗
者
は

家
庭・地
域・学
校・職
場
で
は
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ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

通信
３
年
目
、若
手
消
防
団
員
の
思
い

消
防
技
術
の
向
上
な
ど
を
目
的
に
開

催
さ
れ
る
、消
防
操
法
大
会
。町
消

防
団
第
２
部
の
田
畑
浩
平
さ
ん
は
、
12
日

に
開
催
さ
れ
る
大
会
に
、
ポ
ン
プ
を
操
作

し
て
送
水
す
る「
３
番
員
」と
し
て
出
場
す

る
。
大
会
で
は
機
械
操
作
や
規
律
な
ど
多

く
の
審
査
項
目
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
週

３
～
４
回
の
訓
練
を
通
し
て
一
つ
一
つ
学

ん
で
い
る
。「
ポ
ン
プ
の
操
作
方
法
な
ど
を

先
輩
た
ち
が
付
き
っ
き
り
で
教
え
て
く
だ

さ
り
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
習
得
し

た
い
で
す
」と
意
気
込
む
。
そ
ん
な
田
畑

さ
ん
が「
楽
し
ん
で
活
動
し
て
い
ま
す
」と

話
す
の
は
、活
動
を
通
し
て
生
ま
れ
る“
つ

な
が
り
”に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
か
ら
だ
。

「
自
分
が
生
活
す
る
ま
ち
で
、年
齢
も
職
業

も
異
な
る
人
た
ち
と
共
に
活
動
し
て
つ
な

が
り
を
深
め
ら
れ
る
の
は
あ
り
が
た
い
こ

と
。
や
り
が
い
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
」と
笑
顔
を
見
せ
る
。
仲
間
の
期
待
を

背
負
い
、
消
防
団
員
と
し
て
の
誇
り
を
胸

に
秘
め
、
田
畑
さ
ん
は
、
今
日
も
ま
ち
を

守
る
一
人
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち

山
王
原
在
住 

田た
ば
た畑 

浩こ
う
へ
い平（

31
）さ
ん

期
待
を
背
に
、誇
り
を
胸
に

207

POST CARD

お手数ですが
切手を貼って
お出しください。

8 8 9 1 9 9 5

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

氏　名
フリガナ

ご住所

電　話 （　　　　　　）　　　　　ー

年　齢 性　別 男 ・ 女

三股町役場　総務課
秘書広報係 行

2026.７　vol.671

わが家の一番星わが家の一番星
大お

お
う
ら浦

　
泰た

い

り里
ち
ゃ
ん

令
和
６
年
２
月
19
日
生
ま
れ（
２
歳
）

大
浦
知
己
さ
ん・安
里
さ
ん
の
長
男

双
子
の
お
兄
ち
ゃ
ん
。
大
好
き
な
柊
里

君
と
た
く
さ
ん
遊
ん
で
元
気
に
大
き
く

な
っ
て
ね
。

双
子
の
弟
く
ん
。
わ
が
家
の
ム
ー
ド

メ
ー
カ
ー
。
大
好
き
な
泰
里
君
と
い
つ

ま
で
も
仲
良
し
兄
弟
で
い
て
ね
。

大お
お
う
ら浦

　
柊と

う

り里
ち
ゃ
ん

令
和
６
年
２
月
19
日
生
ま
れ（
２
歳
）

大
浦
知
己
さ
ん・安
里
さ
ん
の
次
男

大人も一緒に「食育」
健康バランス食実践のために

旬の食材はおいしい！栄養
価が高い！安い！といいこ
と尽くしです。旬の食材を
使った健康バランス食を紹
介します。ご家庭での献立
にご利用ください。

いきいき
げんき！
毎月19日は
食 育 の 日

町の栄養士から

問い合わせ：町健康管理センター  ☎ 52 − 8481

７月の旬の食材
・アジ
・ゴーヤ
・モロヘイヤ

※材料は全て 1 人分です

Ｍメイト通信の取材にあたり「町
内の建物火災の発生件数は“どのく
らい減っている”のだろうか」と、統
計資料を確認しました。オール電化
住宅も増えて火災は減っているだ
ろう、と…。しかし、例えば約20年
前と比べても大きな変化が見られ
ないことが分かりました。これは、
町全体の建物の数が増えているこ
とも一因かもしれません▼さらに
全国的には、大規模な山火事や、台
風・大雨などの災害が発生していま
す。このような状況を考えると、消
防団は今後もまちの安心・安全を守
る上で欠かせない存在となります
▼さて、台風の季節が到来していま
す。私たち一人一人の「自助」はも
ちろんのこと、まち全体で災害に備
え、この季節を無事に乗り越えられ
ればと思います。

茶じょけ

発行・編集／三股町  総務課
〒889-1995
宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL 0986-52-1111（代表） 
FAX 0986-52-4944
町公式URL
https://www.town.mimata.lg.jp
町FacebookURL
https://www.facebook.com/mimatatown

令和８年７月１日号No.671

わが家の一番星 
町のLINE公式アカウントからお申し込みください。トー
ク画面で「一番星」とメッセージを送信すると、申込フォー
ムの案内メッセージが表示されます。
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宮
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県
郡
三
股
町

大
字
樺
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４
４
２
１
番
地
22（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
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営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

定
休
日
／
毎
週
木
曜（
祝
日
を
除
く
）

http://mimatan.com

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や　
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

だ
よ
り
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❺❺

今
回
は
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
醸
造

す
る「
ワ
イ
ル
ド
ビ
ア
ー
ド
ブ
ル
ー
イ

ン
グ
合
同
会
社
」の
デ
ス
テ
フ
ァ
ー
ノ・

ブ
ル
ー
ノ
さ
ん
と
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
ク

リ
ス
ト
フ
ァ
ー
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
ブ
ル
ー
ノ
さ
ん
が
偶
然
出
会
っ
た

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
美
味
し
さ
に
感
動

し
、「
自
分
で
も
造
り
た
い
」と
思
っ
た

こ
と
で
始
ま
っ
た
２
人
の
夢
。
試
行
錯

誤
を
重
ね
な
が
ら
醸
造
に
取
り
組
む

毎
日
は
発
見
の
連
続
で
す
。
製
造
後
の

丁
寧
な
清
掃
ま
で
妥
協
し
な
い
姿
勢

に
、
品
質
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り
が
み
え

ま
し
た
。
２
人
に
と
っ
て
ビ
ー
ル
造
り

は
単
な
る
仕
事
で
は
な
く
、
共
に
夢
を

追
い
、
絆
を
深
め
、
支
え
合
う
大
事
な

も
の
。三
股
の
豊
か
な
水
を
使
い
、「
自

分
た
ち
の
ビ
ー
ル
を
多
く
の
人
に
美
味

し
く
飲
ん
で
も
ら
い
た
い
」と
い
う
想

い
を
込
め
て
、
丁
寧
に
醸
造
し
て
い
ま

す
。
目
標
は
、
種
類
を
増
や
し
、
三
股

か
ら
全
国
へ
発
信
す
る
こ
と
、
そ
し
て

い
つ
か
自
分
た
ち
の
店
を
開
く
こ
と
だ

そ
う
で
す
。香
り
や
味
わ
い
、そ
し
て
、

２
人
の
情
熱
や
温
か
い
人
柄
を
感
じ
ら

れ
る
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
、
ぜ
ひ
一
度

味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（申込者多数により、申し込みを一時停止する場合があります）
町のLINE

公式アカウントはこちら

問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）
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●
三
股
か
ら〝
夢
を
醸
す
〟

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

【クラフトビール】
・ペールエール
・グリセット
・ダークラガー 各700円

★総エネルギー　665㌔㌍　塩分： 2.4㌘

❶ 主食 /白ごはん
243㌔㌍　塩分０㌘
材　料　�ごはん…150㌘

❷ 主菜 /魚のカレー天ぷら
279㌔㌍　塩分 0.7㌘
材　料　�アジ…100㌘、小麦粉…少々、▲溶き卵…1/4 個、▲

冷水…大さじ１、▲小麦粉…大さじ 1.5、▲カレー
粉…小さじ 1/2、揚げ油…適宜、キャベツ…50㌘、
レモン…1/8 個、ウスターソース…小さじ 1

作り方	 ①�▲をふんわりと混ぜ合わせ衣を作る。
	 ②�キャベツは千切りに切る。レモンはくし切りす

る。
	 ③�アジは水気をふき取り、小麦粉をまぶし、余分な

粉をはたき落とす。
	 ④アジに衣をつけて、熱した油に入れる。
	 ⑤ カラリと揚がったら取り出し油をきる。
	 ⑥�皿に盛り、キャベツとレモンを添える。好みでウ

スターソースをかける。

❸ 副菜 /ゴーヤのサラダ
98㌔㌍　塩分 0.6㌘
材　料　�ゴーヤ…50㌘、塩…少々、薄口しょう油…小さじ

1/3、●マヨネーズ…大さじ 1、●砂糖……小さじ
1/2、●カツオ節…1㌘、●コショウ…少々

作り方	 ①�ゴーヤは縦半分に切り、スプーンで種とワタを
除く。

	 ②�うす切りにして塩をまぶし、しんなりしたら水洗
いしてよく絞る。

	 ③�薄口しょう油を全体に絡めたら、●を入れて混ぜ
合わせる。

❹もう一品 /モロヘイヤのみそ汁
45㌔㌍　塩分1.1㌘
材　料　�モロヘイヤ…25㌘、絹とうふ…30㌘、ダシ汁…120

㍉㍑、ミソ…大さじ 1/2
作り方	 ①�モロヘイヤは茎と葉に分ける。茎は２㌢長さ、葉

はざく切りする。
	 ②豆腐は 1.5㌢角切りする。
	 ③�鍋にダシ汁を入れて煮立たせ、モロヘイヤの茎と

豆腐を入れて１分ほど煮る。
	 ④�葉を加えしんなりするまで煮たら火を止め、ミソ

を溶き入れる。
※写真の「モロヘイヤのみそ汁」は、ナッパを使用しています。

❶❶
❷❷

❸❸
❹❹

最新のイベント情報は、「よかもんや」公式サイトか
インスタグラムでご確認ください。

イベント
出店情報
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